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測　1』年2月分　　三澤蜷衛

1　　　備　　　　　　　　　考

　自紋匡何れも西側にあり1月末の琶の績

　白純ゴ何ttら西端にありて小規模書なる

雪

白紋採濃厚塊男允にし．て南極附近の西端にあり

2小黒鮎よりなろ群自紋に圃主れ酉側一40）附

近に突獲ず
白紬工昨口の績のものの如く黒黙は潰失す

白紋ISI濃厚にして東鵜化の高緯度にあq

曇後雨

雨

期紋（t東側北の島緯度大規模なれ共淡し

雪後曇り

1に東剣北の高緯度にiに西側大規模なれこ
も淡し

曇

愈々明瞭に黒黙の極小期に入り71うものの如く

ろものにし’ぐ注意すべきものなり。

麹こ12日のもの［1高緯度【こ突獲ぜ


